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Ⅰ．まえがき 
 砂漠化の進みつつある地域においては、植生が乏しいため降雨時に貴重な水が表土を削

って流失している。筆者らは、この流失する水と表土とを、バースクリーン型渓流取水工

により捕らえて緑化に有効活用するアイデアを持っている１）。このとき、適切な水理諸元

の決定が必要となるが、当該渓流取水工は、バースクリーン設置幅（集水路長）が 100m
と長大となる上、現地地形、緑化への利用を考慮すると集水路勾配をできるだけ小さくす

る必要がある。本研究は、従来の等流水深に速度水頭を加える集水路断面の決定方法２）が

適当であるかを確認するために水理模型実験を行い、集水路長が長く集水路勾配が小さい

場合には、ダムの側水路型余水吐の断面決定方法が有効であることを示したものである。  
Ⅱ．実験概要  

原型の水理諸元は、計画洪水流量を 50m３ /s と仮定し、バー取り付け角度 θ=50°、バ

ーの直径 φ=50mm、バー隙間幅ａ=5mm、バー有効長Ｌ０=850mm、バースクリーン設置

幅Ｂ=100m とした。流入係数 μ=0.5として、計画取水量Ｑ０を求めると 11.23m３ /sとなる。

デフレクターの這い上がり高さ D は、設計洪水量から 400mm とした。集水路断面につい

ては、水路幅ｂ=2.0m とし、下流端断面の深さは Table 1 のように決定した。このとき、

Run 1 および Run 2 は、設計基準に基づき等流水深に速度水頭を加えて求めた。Run 3 に

ついては、流量が増加していく流れの運動量方程式を用いたダムの側水路型余水吐の方法

を用いた。この方法は、集水路長を適当な長さに分割し、逐次近似計算法により水面形を

求めるものであるが、集水路勾配が小さいと支配断面を決定し計算を行うことができない。

本研究では、まず集水路末端を段落として、段落部の水深を仮定した。つぎに集水路内の

流況が射流となることより、上流端水深を仮定し、試算の結果が仮定した末端水深と一致

するように計算を進めて水面形を求め、集水路断面を決定した。  
模型装置は、フルードの相似則によ

り原型の 1/20 で製作した（Fig.1）。  Table 1 Test Conditions 

 集水路勾配ｓ  集水路下流端水深ｈ  
Run 1 1/50 2.75 
Run 2 1/100 2.28 
Run 3 1/100 2.93 

実験は、計画取水量Ｑ０を水路に流

下させて、集水路全区間にわたり安全

に集水できるかを観察するとともに、

集水路右岸側側壁部でポイントゲージ

により水位を計測した。  
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Ⅲ ．実験結果及び考察  
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Fig.2 に各実験の集水

した水面形を示す。図よ

り、Run 1、Run 2 ともに、集水

路上流部で水位が天端よりも高く

なった。デフレクターからの越流

が生じなかったため、最終的には

すべて集水されたが、デフレクタ

ーを設置しないと断面が不足した。

Run 1 においては、集水路が長く

なったため、相対的に集水路上流

部の断面が小さくなり天端より溢

水したものと考えられ、集水路勾

配が 1/50 の場合においても等流

水深に速度水頭を加える方法には、

適用範囲のあることが分かった。

一方、Run 3 においては、全断面

において、計画取水量を安全に流

下させることができた。  
 したがって、集水路勾配

に小さく、集水路長が長い場合に

は、運動量方程式を用いたダムの

側水路型余水吐の計算に準じた方法

Ⅳ．あとがき 
 もともと等流水深に速度水頭を加える方法は、

水路長が短く勾配も小さいためにダム余水吐の方

適当な断面を決定することができなかったために

からは、集水路長が長い場合には、運動量方程式

知見が得られた。今後は、それぞれの方法の適用
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といえる。  

バースクリーン型渓流取水工の場合、集

法では、支配断面を見出すことができず、

考えられた方法である３）。本研究の結果

の逐次計算法の適用が可能であることの

範囲を整理していく必要がある。  
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